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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

河口湖フィールドセンター周辺の自然　～樹氷と雪と氷筍～

偉大なる動物行動学者　日高敏隆先生を偲んで

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………

○２月２６日経団連会館で国際シンポジウム「自然に活かされる企業の未来」が開催されました。
○３月１４日（日）午後１時３０分から、生涯学習推進の集いとして「富士山の自然と富士河口湖町～里山と環境教育～」と題した
　フォーラムが、中央公民館で開催される予定です。
○３月１７日(水)午後８時から９時３０分、NHK BS-hiの新日本風土記「富士山」の中で、船津胎内樹型が紹介される予定です。

　今年の１月は例年に比べ雪が少なかったですが、２月に入ったとたんに雪の日が多くなり、河口湖フィールドセンターの周りでは、

多い時は６０ｃｍ近く、少なくても数ｃｍの積雪が続いています。特に２月１１日の夕方からは

急に冷え込んだために樹氷がたくさんでき、翌１２日には道の両側の木が重みで傾き、道

をふさぐような状態にもなっていました。この時には、木の枝が氷におおわれると同時に

ツララが出来、その上に雪が積もるという珍しい光景が、あちらこちらで見られました。コ

ナラ・ソヨゴ・アカマツと木の種類によって違いもありましたが、特に、枯葉が残ったコナラ

の枝には、重さで傾きながらつららが出来たようで、爪のように曲がったツララが斜め上

に伸びているように見える枝もありました。

　１４日には久しぶりにまぶしい太陽を見ることができ、朝はしばらく富士山も顔を出して

いました。この日は太陽の光で七色に輝く美しい樹氷が見られましたが、溶岩樹型内の氷

筍（ひょうじゅん）は、この日までは大きな変化がありませんでした。しかし、１９日に見に行

きましたら、写真のようにツララがたくさん出来ていて、床には新たに小さな氷筍も増えていました。この日は、夏を主に亜高山帯

で過ごしているウソというきれいな鳥（嘘でなく本当ですが）を目の前で見ることができ、雪の多い時期も捨てたもんじゃないなと

思えるようになりました。

　日本を代表する動物行動学者である日高敏隆先生が、昨年１１月１４日に亡くなられました。東京農工大学と京都大学で教授をさ

れた後、滋賀県立大学や総合地球環境学研究所を設立され、初代学長（所長）を務めら

れるなど、第一線の学者であると同時に多くの門下生を育てられました。この偉大な

業績を残された先生のお別れ会が、全国から８００人以上が集まって、２月７日（日）に京

都で開催されました。大阪府立大学の石井先生や九州大学の矢田先生、近畿大学の桜

谷先生を始め、東京から来られた松井さん・里中さん・昆虫写真家の海野さんなどが参

加されていました。

　当時東京農工大学の教授だった先生の名著「チョウはなぜ飛ぶか」に魅せられてこ

の大学に入学した私は、１年生の４月に、大胆にも先生の研究室を訪ねました。気さく

な先生は、誰に対しても親切に自分の考えをはっきりと話される方で、当時先生が研究

されていたアゲハチョウの蝶道の話を詳しくして下さり、ローレンツ博士の「刺激と反

応」理論まで解説して下さいました。当時未熟でローレンツ博士の「動物の行動を人

間のココロから考える」本意が理解できず、また、「個」の違いを大切にしたいと考えていた私は、「刺激と反応」だけで説明するこ

とに違和感を覚え、その後はハクセキレイという鳥を顔で識別しながら４年間そのナワバリと群れを観察す

ることになったのですが、約２０年後に、日高先生が日本鱗翅（りんし）学会の会長を務められた６年間、私も

評議員としてご一緒させていただく事が出来ました。これも何かのご縁と思っていましたが、今回のお別れ

会も鱗翅学会で知り合った、日高先生の農工大・京大時代の弟子であり実行委員長の今福道夫先生からお

招きをいただき参加することができたものです。

　当日は幸運にも、私が学生時代に、日本生態学会誌等に発表されたアユのナワバリと群れに関する論文

から大きな影響を受けた京都大学名誉教授の川那部浩哉先生にもお目にかかり、一緒に記念撮影すること

も出来ました。川那部先生は、当時から日本を代表する動物行動学者でしたが、日高先生を農工大から京都

大学に呼ばれた方だったということも当日わかり、縁とは不思議なものだと思いました。

　奥様は「日高はまだ生きています」とおっしゃられていると紹介がありましたが、奥様からのお礼の品は、

先生の書かれた著書の文庫版にお礼の言葉が添えられたもので、運よく私は先生の遺作の文庫本を頂くこ

とが出来ました。肩書きを気にせず、「プロとアマの違いは、それでお金をもらっているかどうかの違いだけだ」とおっしゃっていた

先生の言葉を励みに、何か少しでも後世に残せたらと思っています。
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☆“天使の歌声”ウィーン少年合唱団☆

河口湖ステラシアターへ遊びに来ませんか？？河口湖ステラシアターへ遊びに来ませんか？？河口湖ステラシアターへ遊びに来ませんか？？

ウィーン少年合唱団が、２００２年の公演以来、８年ぶりに河

口湖ステラシアターにやってきます。「ウィーン少年合唱

団」といえば、《天使の歌声》と評され、世界の中でも抜群

の人気と実力を誇る少年合唱団。歌声で人々の心を癒す

天使たちのステージ、どうぞお見逃しなく！！

平成２２年５月１６日（日）

開場）午後 ２：１５　　開演）午後 ３：００

会場）河口湖ステラシアター

料金）指定席４,５００円　自由席（大　　　人）３,０００円　

　　　　　　　　　　 自由席（高校生以下）１,５００円
※未就学児の入場はご遠慮願います。

絶賛好評発売中！

河口湖ステラシアターは
年間を通して営業中!!

　春の足音が聞こえ始めた今日この頃。お出かけしたくなりませんか？？河口湖ステラシアターは、公演日と

休館日（火曜日・祝日の翌日）を除いた午前９時から午後５時まで、どなたでもご自由にお入りいただけます。

ホールでは常に音楽が流れています♪

時にはオーケストラのダイナミックな演奏。時にはヴァ

イオリンの優しい奏で。時にはあまり耳にしたことのな

いチェンバロの音色など。どれに当たるかは、その日

のお楽しみ!!

天気のいい日、ステラシアターの前広場には特等席が

あります。そこにはテーブルやベンチがあり、自然を体

いっぱい感じられる場所。たまにはお弁当を持って、外

でランチもステキです。ロビー内のトイレも開放して

いますので、お子様が一緒でも安心です。

ロビーでは、ステラシアターの歴史をご

覧いただけます。壁に飾られた１５年分の

ポスターは、時の流れを感じさせてくれ

るはず。そして、客席内にもお入りいた

だけます。コンサートの日とは違う静か

な雰囲気と、すり鉢状の建物の中は、まさ

に別世界。

音楽といつも一緒に。
　　　　そして、音楽をもっと身近に

贅沢なひと時を・・・

喧騒から離れて
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このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ℡７２－５５８８までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

秦 基博さんが河口湖ステラシアターにやってきます。

秦 基博さんといえば、昨年の武道館ライヴのチケットは

即完売し、多数の夏フェスにも出演した、今人気のシン

ガーソングライター。新緑の季節に、大自然に響く甘い

歌声。お見逃しなく。

公演日）平成２２年５月２２日（土）

開場）午後 ２：００　　開演）午後 ３：００

会場）河口湖ステラシアター

料金）全席指定　５，２５０円　（レジャーシート付）

※５歳以上有料

指定の申請書に必要事項を記入し、町教育委員会文化振興局（河口湖ステラシアター内）まで直接お持ち下

さい。（郵便、その他の方法では受付できませんので、ご了承下さい。）

※申請書は町教育委員会文化振興局（河口湖ステラシアター内）にございます。ご希望の方はお問い合わせください。

　また、町役場ホームページからも、ダウンロードができます。

「梶原林作基金」とは、富士河口湖町地域づくりのために、町民の皆さん、または町に縁のある個人及び

団体が行う地域づくり事業に対し、助成を行う制度です。対象となる事業は以下の通りです。

　　　　　　※平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの間に行われる事業が対象です。

☆秦 基博 ＧＲＥＥＮ ＭＩＮＤ ２０１０☆☆秦 基博 ＧＲＥＥＮ ＭＩＮＤ ２０１０☆

平成２２年３月２７日（土）午前１０時より一斉発売

教育委員会　文化振興局からのお知らせ

梶原林作基金について、平成２２年度助成希望の申請受付を行います。

地域の文化振興に資する事業

活力ある地域づくりのための事業

文化芸術の創作及び成果の発表等

個性豊かで魅力ある地域づくりのための事業

平成２２年３月８日（月）から４月９日（金）まで

受付期間

申請方法

本年度の事業助成は今回で終了する予定ですが、助成状況により再度募集を行うことがございます。詳しくは、

お問い合わせください。

お知らせ

町教育委員会　文化振興局（河口湖ステラシアター内）　７２－５５７７（火曜日休館）

お問合せ先

助成までの流れ

各個人、団体は

各事業を実施

締切後、審査会を

開催（５月予定）
申請書提出実績報告書提出 助成金支出
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消費者ホットライン
～平成22年1月12日から実施～

0 5 7 0 - 0 6 4 - 3 7 00 5 7 0 - 0 6 4 - 3 7 00 5 7 0 - 0 6 4 - 3 7 0
ゼロ・ゴー・ナナ・ゼロ　　 守ろうよ、みんなを!

★消費者ホットラインとは?★消費者ホットラインとは?

消費者ホットラインは、消費生活相談への最初の一歩をお手伝い

します。一人で悩まずに消費者ホットラインをご利用ください。

※IP電話など一部の電話ではご利用できません。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

①
郵
便
番
号
が

　
分
か
る

②
郵
便
番
号
が

　
分
か
ら
な
い

山梨県県民生活センター
（甲　府）

山梨県県民生活センター
地方相談室（都　留)

甲府市消費生活センター

土曜・日曜・祝祭日は
国民生活センターに
接続します。
 （１０：００～１６：００）

郵便番号入力

お住まいの地域を選択

（固定電話の場合）

自
動
的
に
決
定

ガイダンスが流れている間は、通話料金はかかりません。
相談窓口へつながった時点から、通話料金をご負担いただき
ます。

※イメージ図

★相談窓口で受け付けられない相談もあります

(受け付けられない相談の例)

・行政の対応に対する不満や要望（行政相談）�　
・職場での不当な解雇（労働問題）�　
・工場の汚水排出による環境事故（公害）　など

●生命・身体に重大な危害を受けた場合、またはその危害が切迫している場合などは、
　まずは、警察・消防にご連絡ください。
●身近な相談窓口が相談受付時間外の場合や一部の相談窓口では、ガイダンスにより
　電話番号及び受付時間のご案内をいたします。

消費者ホットラインに関するお問い合わせ先

消費者庁消費者情報課地方協力室　℡０３－３５０７－９１７４
消費者ホットライン 検索
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行政相談・心配ごと相談は

予約制です

　相談者や効率的な相談のため、行政相談・心配ごと相談、

弁護士相談は予約制になりました。３月２０日の相談の予約

は、３月１７日（水）までに町役場企画課（７２－６０２３）まで連

絡してください。相談時間は、1人２０分間とします。

3月20日（土）
町中央公民館

勝山ふれあいセンター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時

午後  １時～ ４時

午後  １時～ ４時

午後  １時～ ４時

町中央公民館　

　午前１０時～１２時

勝山出張所　

　午後１時～３時

実施日 行政相談・心配ごと相談 弁護士相談

白壁　勝雄　７２－０１４３　小佐野成太郎　８３－２３２０
梶原　一榮　８２－２４４６　渡辺袈裟司　　８７－２３１６

町の行政相談委員さんは、

＝他の機関が行っている相談窓口＝　　
　◆甲府財務事務所多重相談窓口　TEL０５５‐２５３‐２２６１　FAX０５５‐２５３－３３１０
　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）　午前８時３０分～12時、午後１時～４時30分
　　※必要に応じ弁護士・司法書士などの専門家に引き継ぎを行います。

◆県民生活センター
　県民生活相談　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６
　消費生活相談　ＴＥＬ０５５－２３５－８４５５
　（テレフォンサービス消費専用）　０５５‐２３３－３３９９

◆富士・東部地域地方相談室
　　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３
　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　午前８時３０分～午後５時

◆山梨行政評価事務所
　　ＴＥＬ０５５－２５２－１４９６
　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　午前８時３０分～午後５時

■無料弁護士相談
　毎月４回開設（午後１時～３時30分）
　相談は予約制で、１人当たり30分
　◆県民生活センター相談室（山梨県ＪＡ会館５階）
　　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

＝県等の機関が行っている各種相談＝

　町では、毎月２０日に「多重債務相談窓口」を開設しております。自らの収入で返済しきれないほどの借金を
抱えお悩みの方々からの相談に応じ、専門の相談員が対応いたしますので是非ご利用ください。
※相談上の秘密は固く守られます。

■借金問題でお悩みではありませんか！■

〇日　　程　３月２０日（土） 午後１時～３時
〇相談場所　町中央公民館第二研修室

＝３月の多重債務相談日＝
○相談員　穂阪四郎　
○問合先　総合窓口課　72-1114

相談員：山口真澄・小林真弓
電話：０５５５－８３－３０２２
携帯電話：０９０－４３７０－２６１５
E-mail：ed-center@docomo.ne.jp
          ed-center@kawaguchiko.ne.jp

お子さんに関する悩み相談を受付けますお子さんに関する悩み相談を受付けます
富士河口湖町教育センターより

● 相談時間は調整することができます。お気軽にどうぞ。お問合せ・お申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

日時： ３月２７日（土）
　　  午後１時３０分～４時３０分
場所：中央公民館
対象：幼児から中学生までの子どもと保護者

川辺先生の教育相談川辺先生の教育相談
新津小児科「親と子の相談室」カウンセラー

個別相談

＊ 相談希望者は予約が必要です。生涯学習課までご連絡ください。
＊ 相談内容、個人情報等は厳守いたします。
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休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

精進・本栖エリアではジビエ料理の開発に取り組んでいます

お問合せ:観光課　観光振興支援室　℡72-3168　FAX72-2817／電子メール:kanshin@town.fujikawaguchiko.lg.jp

富士河口湖町の観光に関する興味深い情報やまちづくり情報などを紹介するかわら版です。

“御師の里”河口を歩く～知られざる富士信仰の謎に迫る～第4弾

　ジビエ（gibier）とはフランス語で「狩猟鳥獣肉」のことで、ヨーロッパでは不可欠な食文化として大切にされてい

ます。秋や冬になると、フランス料理店などではジビエ料理が「旬のメニュー」として人気があるそうです。

　一方、富士河口湖町では野生のシカによる農作物などへの食害が目立つようになり、それに伴う被害の増加を食

い止めるため、有害獣捕獲が積極的に行われるようになってきました。シカによる食害は、特に富士ヶ嶺地区の牧草

地への被害が深刻で、広大な青木ヶ原樹海を集団で移動するシカに対して狩猟以外に対策はない状況でした。

　このような背景のなか、旧上九一色村地区では、有害鳥獣として駆除されるシカを食肉として有効活用し、ジビエ

料理を富士河口湖町の新たな特産品として提供し、地域の活性化を図りたいというアイディアが出てきました。

　まず平成１９年度には、精進地区と本栖地区の観光事業者たちが「創作郷土料理研究会」を立ち上げ、東京の江上

料理学院の協力も得ながら、シカ肉を使った「鹿カレー」のレシピを開発しました。薄切りにしたシカの背ロースに

赤ワインやカレー粉をまぶして両面を焼き、ルーと煮込み、７種類のスパイスを使った香り豊なカレーです。平成２０

年からは両地区の食堂や旅館などで「鹿カレー」が提供され、観光客に好評

を得ています。他にも「豆乳しゃぶしゃぶ」「竜田揚げ」「シカのたたき」「マ

リネ」など、鹿カレー以外のレシピ開発も進んでいます。

　また、迅速な食肉加工処理が求められるジビエ料理を特産品化するため

には、捕獲したシカを食肉に加工する施設が必要なため、町では平成２１年３

月に精進地区に「食肉加工施設」を整備しました。これによって、新鮮で美

味しいジビエ料理を提供することができるようになりました。

　富士河口湖町の新たな名物料理である「鹿カレー」をぜひ一度お召し上

がりください。

観光まちづくりカレッジが「富士河口湖町再発見ツアー」を行います

　御師の里・河口には、平安時代まで遡ることができるといわれる富士信仰

道者の宿坊集落「御師の里」が奇跡的に残っています。最盛期には１２０軒以

上あったという御師宿坊の伝統文化は、一見すると人々に忘れられ、消滅し

たかのように見えます。しかし、車を降りて、立ち止まり、ゆっくりまちを散策

してみてください。古い箪笥の引出しの奥を見るように、忘れられた文化が

ここかしこに見られたり、感じられたりします。ここには往古の御師文化や郷

愁を誘う昭和の遊びや伝承、古来より伝わる「稚児の舞」や古代信仰を彷彿

とさせる「道祖神」などの祭りがしっかりと残っています。日本人が決して

忘れてはならないものがここにあります。

　今回のツアーは、御師の里河口を歩きながら、知られざる富士信仰の謎に迫るツアーです。

平成２２年３月２８日（日）　　　　　午前９時００分～午後３時３０分（昼食：各自持参）　　　　　先着１５名

　　午前９時　河口湖美術館大駐車場（美術館向かい）　　　　　　無料

　　（１）富士信仰の道を巡る 　　（２）旧鎌倉往還（御坂路）を巡る

　　（３）茶話会（コーヒー・サービス）

　　　　３月２４日（水）までに、電話、FAX、電子メールのいずれかの方法で、お名前、連絡先、参加人数を

　　　　観光課 観光振興支援室（担当：久保）までご連絡ください。

　　　   （当日の詳細に関する案内は申込者に別途ご送付します）

参加申込み方法

集合・受付

プログラム

参加料

開催日 時　間 定　員

鹿カレー

浅間神社


